
�

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

　

先
に
明
治
十
六
年
卒
業
の
東
京
大
学
医
学
生
に
つ
い
て
報
告
し
た
が

（
１
）（

以

下
前
報
と
称
す
る
）、
そ
の
後
読
者
よ
り
諸
情
報
の
ご
提
供
を
頂
き
、（
そ
の
二
）

と
し
て
ま
と
め
報
告
す
る
。
尚
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め

�
部
改
行
し
た
。

　

明
治
七
年
、
お
雇
い
外
国
人
医
師
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
は
任
期
が
切
れ
、

皇
室
の
侍
医
と
し
て
宮
内
省
雇
兼
務
の
状
況
に
な
っ
た
。

　

前
報
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
文
部
省
第
二
年
報
（
明
治
七
年
）』
に
「
東
京

医
学
校
は
明
治
七
年
よ
り
八
年
の
冬
学
期
の
初
め
に
新
に
百
二
十
�
名
を
増

す
」
と
あ
る
が
、
明
治
政
府
の
西
洋
医
の
速
成
方
針
を
拒
否
し
、
ド
イ
ツ
人
教

師
に
よ
る
予
科
三
年
、
本
科
五
年
と
い
う
、
結
果
的
に
は
少
数
精
鋭
主
義
の
教

育
は
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
し
か
し
明
治
十
年
東
京
大
学
が
発
足
す
る
ま
で
の

入
学
事
情
に
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
前
報
で
紹
介
し
た
佐
々
木
曠
の
よ
う

に
、ミ
ュ
ル
レ
ル
、ホ
フ
マ
ン
に
よ
る
体
格
検
査
後
（
落
と
さ
れ
た
者
も
い
た
）、

ド
イ
ツ
語
、
地
理
、
歴
史
、
算
術
等
の
学
科
試
験
を
受
け
入
学
を
許
可
さ
れ
た

も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
以
下
三
例
を
紹
介
す
る
。

入
学
事
情

（
一
）
長
崎
医
学
校
の
廃
校
と
東
京
医
学
校
へ
の
転
籍

　

長
崎
医
学
校
の
ル
ー
ツ
は
安
政
四
年
（
�
八
五
七
）
十
�
月
十
二
日
、
オ
ラ

ン
ダ
海
軍
軍
医
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ル
ト
に
よ
る
長
崎
奉
行

所
西
役
所
で
の
医
学
伝
習
所（
現
長
崎
県
庁
所
在
地
）で
あ
る
。そ
の
後
医
学
所
・

養
成
所
、
精
得
館
を
経
て
、
明
治
元
年
、
長
崎
府
医
学
校
と
改
称
さ
れ
、
明
治

二
年
長
崎
県
病
院
医
学
校
、
更
に
明
治
四
年
文
部
省
所
管
に
な
り
長
崎
医
学
校

と
改
称
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
松
本
良
順
、
佐
藤
尚
中
、
長
与
専
齋
な
ど
の
数
々
の
医
学
教
育
者
が

輩
出
し
て
い
る
。

　

明
治
五
年　

第
六
大
学
区
医
学
校
、
明
治
六
年　

第
五
大
学
区
医
学
校
と
改

称
さ
れ
、
明
治
七
年
再
度
、
長
崎
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

　

明
治
七
年
（
�
八
七
四
年
）
八
月
二
十
七
日
、
長
谷
川
泰
が
校
長
に
任
命
さ

 
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

川 

俣 

昭 

男



二

れ
、
同
年
九
月
二
十
八
日
着
任
し
た
。

　

同
年
十
月
十
二
日
、
征
台
の
役
（
注
）
に
当
た
り
、
長
崎
病
院
を
公
兵
員
病

院
と
す
べ
く
、
長
崎
医
学
校
を
廃
止
し
、
医
学
校
及
び
病
院
は
蛮
地
事
務
（
支

局
）
病
院
と
な
っ
た
。（

２
）

（
注
） 

暴
風
で
遭
難
し
、
台
湾
に
漂
着
し
た
琉
球
漁
民
を
台
湾
の
現
地
人
が

殺
害
し
と
こ
と
に
よ
り
、
台
湾
征
討
が
明
治
政
府
で
決
定
さ
れ
、
西

郷
従
道
が
指
揮
官
と
し
て
長
崎
よ
り
出
発
し
た
。
校
長
の
長
谷
川
泰

は
主
な
蔵
書
や
器
具
を
東
京
医
学
校
へ
移
管
し
、
�
部
の
生
徒
も
転

学
さ
せ
た
。
東
京
医
学
校
は
直
前
の
明
治
七
年
十
月
、
長
与
専
齋
が

校
長
に
な
っ
て
い
た
。

　
『
文
部
省
第
�
年
報
（
明
治
六
年
）』
に
よ
る
と
、
長
崎
医
学
校
の
学
科
や
生

徒
数
は
表
１
の
通
り
で
あ
っ
た
。

表１　長崎医学校概要

医
学
予
科

ラ
テ
ン
語 

六
時
間　
　

ド
イ
ツ
語 

十
八
時
間　
　

同
復
読 
十
二
時
間

計
三
十
六
時
間

医
学
本
科

病
理
及
内
科
各
論 

十
二
時
間　
　

記
載
解
剖 

六
時
間　
　

理
学 

九
時
間

有
機
化
学 

六
時
間　
　

分
化
学 

六
時
間 

計
三
十
九
時
間

学
校
職
員
二
十
五
人

外
国
教
師
医
学
教
師 

二
人　
　

ド
イ
ツ
語
ラ
テ
ン
語
学
教
師 

�
人

医
学
生
徒

予
科 　

第
四
級

本
科 　

第
七
級

同

　

第
八
級

同

　

 

第
九
級

同

　

第
十
級

総　

計

三
十
三
人

五
人

十
�
人

十
三
人

十
三
人

七
十
四
人

（
注
）
生
徒
総
計
は
七
十
五
人
で
現
報
は
誤
り
で
あ
る
。

　

川
原
邦
太
郎
は
明
治
四
年
長
崎
医
学
校
へ
藩
費
生
と
し
て
入
学
し
た
。（

３
）

　

長
崎
医
学
校
に
は
貧
困
学
生
に
対
す
る
貸
費
生
規
則
が
あ
り
（
明
治
六
年

十
二
月
廃
止
）、
明
治
六
年
、
川
原
邦
太
郎
よ
り
医
学
校
給
貸
願
い
が
出
さ
れ

て
い
て
、
文
部
省
に
認
可
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
長
崎
県
と
文
部
省
の
間
に
往

復
し
た
文
書
が
あ
る
。（

２
）

其
県
生
徒
別
紙
姓
名
書
之
者
共
第
六
大
学
区
医
学
校
ニ
於
テ
学
業
試
験
致
候

処
後
来
成
業
之
目
的
有
之
候
得
共
貧
困
ニ
シ
テ
学
資
難
自
弁
依
テ
即
今
ヨ
リ

向
何
年
間
学
資
給
貸
願
出
候
然
ニ
医
学
校
入
舎
之
儀
ハ
極
減
少
致
候
テ
大
凡

�
ヶ
月
七
八
円
入
費
相
掛
ケ
候
得
ハ
修
業
相
成
候
間
本
人
申
立
之
通
実
以
父

兄
親
族
ヨ
リ
右
の
学
資
支
給
難
相
成
者
哉
其
実
否
厳
密
取
糺
至
急
可
届
出
此

段
相
達
候
也

　

明
治
六
年
四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県

 
 

 

─
─
─

第
六
大
学
区
医
学
校
給
貸
願
出
生
徒
姓
名

　
　
　

長
崎
県
士
族

　

向
フ
五
年
間　
　
　
　

川
原
邦
太
郎

　
　

同

　

五
ヶ
年　
　
　
　
　
　

諸
原
小
太
郎

 
 

 
─
─
─

　

五
月
十
二
日
返
事
済
（
朱
）



三

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

川
原
汎
（
邦
太
郎
）
の
日
記

（
４
）

よ
り

「
明
治
七
年
台
湾
征
伐
ニ
際
シ
テ
長
崎
医
学
校
ハ
廃
止
セ
ラ
レ
テ
老
生
等
官

費
生
ハ
直
ニ
時
ノ
文
部
少
函マ

マ　

辻
新
次
（
今
ハ
男
爵
）
ニ
召
連
レ
ラ
レ
上
京

東
京
医
学
校
ニ
入
学
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
リ　

其
他
私
費
生
ノ
少
壮
輩
モ
多
数
ハ

依
然
転
校
セ
リ　

今
ノ
衆
議
院
議
員
山
根
正
次
ノ
如
キ
是
ナ
リ　

然
ル
ニ
大

岡
ハ
医
校
ニ
ハ
来
ラ
ズ　

或
代
言
人
（
今
ノ
弁
護
士
）
ノ
書
生
ト
ナ
リ
居
ル

ト
ノ
コ
ト
ヲ
仄
ニ
聞
キ
居
タ
リ
シ
ニ
明
治
十
二
三
年
頃
ニ
ハ
独
立
ノ
代
言
人

ニ
ナ
リ
萬
世
橋
畔
淡
路
町
ニ
門
戸
ヲ
開
キ
居
レ
ル
ヲ
同
窓
ニ
テ
矢
張
リ
長
崎

来
ノ
山
根
文
策
聞
キ
出
シ
訪
問
セ
シ
ニ
其
隣
家
ノ
洋
食
店
ニ
招
待
シ
晩
餐
ヲ

饗
応
シ
タ
リ
ト
伝
へ
タ
リ　

老
生
モ
其
後
�
度
訪
問
セ
シ
ニ
同
ジ
ク
隣
家
ニ

到
リ
洋
食
ヲ
饗
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
」

　

生
徒
は
全
員
転
学
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
在
学
期
間
に
よ
り
進
路
が
異

な
っ
た
。

　

山
根
正
次
は
医
学
部
本
科
を
明
治
十
五
年
卒
業
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治

七
年
十
�
月
に
二
等
予
科
に
編
入
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
ま
た
鶴
崎
平
三
郎

（
後
述
）
の
よ
う
に
入
学
後
日
が
浅
く
、
上
京
し
て
ド
イ
ツ
語
の
家
塾
お
び
東
京

外
国
語
学
校
を
経
て
、
明
治
八
年
十
�
月
に
二
等
予
科
に
編
入
し
た
者
も
い
る
。

　

山
根
文
策
、浦
島
賢
吉
等
は
川
原
と
同
時
に
転
学
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。（

５
）

（
二
）
京
都
府
よ
り
の
推
薦
入
学　

劉
小
一
郎

「
明
治
六
年
二
月
ヨ
リ
七
年
十
月
マ
デ
京
都
府
立
病
院
ニ
於
テ
外
国
教
師
コマ

マ

ン
ケ
ル
氏
ニ
従
テ
医
学
修
行
、
同
病
院
長 

半
井
澄
氏
ニ
従
テ
医
術　

原
書

を
伝
習
ス　

七
年
十
�
月
京
都
府
ヨ
リ
推
サ
レ
テ
東
京
大マ

学マ

医
学
部
第
三
等

予
科
生
ニ
入
リ
十
六
季
ヲ
経
十
五
年
全
科
を
卒
ヘ
十
六
年
五
月
初
メ
卒
業
シ

医
学
士
ノ
学
位
ヲ
受
ケ
十
六
年
七
月
三
日
徳
島
県
立
医
学
校
�
等
教
諭
、
年

俸
千
百
四
十
円
ヲ
給
ル
」 

（
劉
家
蔵
資
料
よ
り
）

　

明
治
の
初
め
東
京
遷
都
で
京
都
の
町
は
寂
れ
た
。
京
都
府
参
事 

槙
村
正
直

は
顧
問
の
山
本
覚
馬
と
若
い
エ
リ
ー
ト
医
師
、
府
小
属
の
明
石
博
高
の
力
を
得

て
京
都
を
近
代
化
し
た
。

　

明
石
は
京
都
に
病
院
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
、
明
治
五
年
仏
教
界
の
有
力
者

の
賛
同
を
得
て
、
京
都
療
病
院
を
開
院
し
た
。
政
府
が
ド
イ
ツ
医
学
採
用
を
決

定
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ
人
医
師
を
招
聘
す
る
こ
と
に
し
た
。
明
治
五
年
九
月
七

日
大
阪
在
住
の
ド
イ
ツ
人
貿
易
商
の
紹
介
で
、
ヨ
ン
ケ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ッ

グ
が
赴
任
し
た
。
ド
イ
ツ
語
の
読
み
書
き
や
会
話
の
出
来
る
日
本
人
は
殆
ど
居

な
か
っ
た
の
で
、
英
語
が
話
せ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
も
話
せ
る
ド
イ
ツ
人
と
い
う
条

件
を
付
け
た
結
果
、イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
ヨ
ン
ケ
ル
が
着
任
し
た
。

　

外
来
診
療
と
学
生
（
入
塾
と
通
学
生
）
に
対
し
て
教
育
を
始
め
た
。
半ナ

カ

井ラ
イ

澄サ
ヤ
カは

市
中
医
師
の
た
め
通
訳
を
し
た
。
ヨ
ン
ケ
ル
の
評
判
は
悪
く
明
治
九
年
解

雇
さ
れ
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
換
わ
っ
た
。（

６
）（
７
）

　

明
治
初
期
の
大
学
東
校
時
代
に
、
藩
の
推
薦
で
無
試
験
、
学
費
免
除
で
入
学

で
き
た
貢
進
生
の
制
度
が
�
部
残
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
三
）
東
京
外
国
語
学
校
独
逸
語
科
か
ら
二
等
予
科
へ
編
入

　

東
京
外
国
語
学
校
は
官
立
の
外
国
語
教
育
機
関
で
、
語
学
の
他
に
理
数
科
、



四

地
理
、
歴
史
等
を
教
え
、
東
京
医
学
校
予
科
と
科
目
が
重
複
し
て
い
た
。
予
科

で
最
も
重
点
を
置
い
た
の
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
り
、東
京
外
国
語
学
校
出
身
者
は
、

合
格
す
れ
ば
二
等
生
に
編
入
が
可
能
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
文
部
省
第
二
年
報
（
明
治
七
年
）』
に
よ
る
と
、
同
校
の
独
逸
語
学
生
数
は

表
２
の
通
り
で
あ
る
。

表２

下
等
�
級
下
等
二
級
下
等
三
級
下
等
四
級
下
等
五
級
下
等
六
級　

総　

計

廿
人

廿
七
人

三
十
二
人
廿
九
人

廿
六
人

四
十
五
人
百
七
十
九
人

　

明
治
七
年
三
月
在
校
生
で
あ
り
明
治
十
六
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
者
は
次

の
通
り
で
あ
る
。（

８
）

　

下
等
第
二
級　

河
本
重
次
郎
、
齋
藤
駒
吉
（
為
信
）

　

下
等
第
三
級　

真
部
於
菟
也

　

下
等
第
六
級　

千
原
春
輔
、
池
田
陽
�
、
鈴
木
規
矩
二

　
　

参
考
ま
で
に
他
の
学
年
卒
の
生
徒
を
記
す
。

　

下
等
第
�
級　

江
口
襄
（
明
治
十
四
年
卒
業
）

　

下
等
第
二
級　

猪
子
止
戈
之
助
（
明
治
十
五
年
卒
業
）

　

下
等
第
四
級　

浅
山
郁
太
郎
（
明
治
十
七
年
卒
業
）

河
本
重
次
郎

（
９
）

　

前
報
と
重
複
す
る
が
、
普
仏
戦
争
で
プ
ロ
シ
ア
が
大
勝
利
を
収
め
た
の
で
、

ド
イ
ツ
語
を
学
べ
ば
役
立
つ
と
思
い
、
横
浜
高
島
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
始
め
、

更
に
東
京
外
国
語
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
主
体
に
地
理
、
歴
史
、
数
学
を
学
ん
だ
。

　

明
治
七
年
、
入
学
の
た
め
、
藤
堂
屋
敷
に
あ
る
東
校
（
下
谷
和
泉
橋
）
に
行

き
ミ
ユ
ル
レ
ル
、ホ
フ
マ
ン
及
び
三
宅
秀
の
居
る
中
で
体
格
検
査
を
受
け
た
が
、

重
度
の
近
眼
の
た
め
入
学
で
き
な
か
っ
た
。
併
し
そ
の
翌
年
の
明
治
八
年
、
体

格
検
査
無
し
に
今
の
東
京
医
科
大
学
の
時
計
台
下
の
部
屋
で
ラ
ン
ゲ
に
よ
る
独

逸
語
の
み
の
試
験
を
受
け
、
医
学
科
予
備
に
入
学
で
き
た
。

　

こ
の
時
は
既
に
本
郷
の
旧
加
賀
藩
邸
に
医
学
校
の
建
設
が
進
ん
で
居
り
、
そ

こ
で
試
験
を
受
け
た
事
を
示
し
て
い
る
。

（
注
） 

下
谷
和
泉
橋
か
ら
本
郷
加
賀
藩
邸
址
に
移
転
す
る
話
は
、
明
治
七
年

十
月
、
長
与
専
齋
が
東
京
医
学
校
長
に
な
っ
た
時
点
で
起
こ
り
、
翌

八
年
校
舎
・
病
院
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
翌
九
年
十
�
月
廿
七
日
に

医
学
校
は
新
校
舎
に
移
転
し
、
十
二
月
六
日
こ
こ
で
開
業
式
を
行
っ

た
。（

６
）

大
谷
周
庵

（
10
）

「
明
治
七
年
二
月
和
泉
橋
な
る
大
学マ

東
校マ

の
入
学
試
験
を
受
け
た
る
に
、
学

科
は
首
尾
能
く
及
第
せ
る
も
、
年
令
不
足
の
為
め
入
学
を
許
さ
れ
ず
。
依
り

て
下
谷
練
塀
町
の
春
風
舎
と
称
す
る
司
馬
盈
之
（
凌
海
）
氏
経
営
の
独
逸
語

の
私
塾
に
入
舎
せ
り
。
居
る
こ
と
四
ヶ
月
塾
の
先
輩
藤
田
嗣
章
氏
の
歓
め
に

よ
り
、
同
年
七
月
外
国
語
学
校
に
入
学
し
て
専
ら
独
逸
語
を
習
得
せ
り
。
翌

明
治
八
年
十
�
月
永
年
の
宿
望
遂
に
達
せ
ら
れ
大
学
東
校
の
予
科
に
転
学
を

許
さ
れ
、
修
業
二
カ
年
の
課
程
を
終
へ
、
更
に
五
カ
年
の
本
科
を
修
了
し
、

目
出
度
医
学
士
の
称
号
を
得
た
り
。」
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明
治
初
期
東
京
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学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

　

大
学
東
校
は
廃
藩
置
県
前
の
明
治
四
年
ま
で
の
名
称
で
、
八
年
十
�
月
に
は

既
に
東
京
医
学
校
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。

　

二
等
予
科
生
に
転
入
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

鶴
崎
平
三
郎

（
11
）

「
明
治
七
年
春
第
五
大
学
区
医
学
校
（
長
崎
医
学
校
）
入
学　

専
独
逸
及
ヒ

羅
典
語
学
ヲ
修
ム　

同
秋
本
校
被
廃
故
ニ
直
ニ
東
京
ニ
遊
ビ
壬
申
義
塾
及
ビ

東
京
外
国
語
学
校
ニ
於
テ
独
逸
語
学
且
ツ
算
術
ヲ
学
フ

明
治
八
年
十
�
月
東
京
大
学
医
学
部
（
当
時
東
京
医
学
校
ト
称
エ
リ
）
入
学

本
部
の
学
制
ニ
従
ヒ
毎
年
春
秋
の
定
期
試
問
ヲ
歴
テ
同
十
三
年
秋
ニ
至
り
医

学
理
科
試
問
ヲ
遂
ゲ
同
十
五
年
十
月
医
学
全
科
を
卒
エ
リ　

同
十
六
年
三
月

東
京
大
学
医
学
本
科
卒
業
試
問
規
則
ニ
従
ヒ
試
業
ヲ
初
メ
同
五
月
上
旬
其
ノ

業
ヲ
完
成
セ
リ　

直
ニ
兵
庫
県
ノ
招
聘
ニ
応
シ
同
三
十
�
日
県
立
神
戸
医
学

校
�
等
教
諭
ニ
任
セ
ラ
ル
」

　

右
は
自
筆
の
履
歴
書
で
、
前
述
し
た
長
崎
医
学
校
に
入
学
し
た
が
、
間
も
な

く
廃
校
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
東
京
医
学
校
へ
の
転
学
は
出
来
ず
、
壬
申
義
塾
、

東
京
外
国
語
学
校
を
経
て
ド
イ
ツ
語
等
を
学
び
、
明
治
八
年
十
�
月
、
医
学
科

二
等
予
科
生
に
転
入
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

池
田
陽
一

（
12
）

「
明
治
七
年
十
五
歳
の
時
、
東
京
外
国
語
学
校
ド
イ
ツ
語
科
に
入
学
し
た
。

ド
イ
ツ
は
当
時
ビ
ス
マ
ル
ク
の
全
盛
時
代
で
、
明
治
三
年
大
国
フ
ラ
ン
ス
を

破
り
、
新
興
の
意
気
に
燃
え
る
武
の
国
、
科
学
の
国
で
あ
っ
た
。
多
感
の
少

年
が
新
興
科
学
の
国
、
ド
イ
ツ
に
ひ
か
れ
る
の
も
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
。

陽
�
少
年
が
ド
イ
ツ
語
を
選
ん
だ
こ
と
も
突
飛
な
物
好
き
で
も
な
く
、
父
に

似
て
積
極
進
取
の
�
面
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
に
練
達
し
た
こ

と
が
学
問
の
道
に
進
ん
だ
池
田
陽
�
を
輝
く
も
の
に
し
た
。

明
治
十
年
外
国
語
学
校
を
中
退
、
大
学
予
備
門
を
受
験
し
、
成
績
優
秀
の
た

め
�
足
と
び
に
二
年
級
に
編
入
さ
れ
た
。

明
治
十
六
年
東
大
を
卒
業
し
、
十
�
月
、
の
ち
の
九
大
医
学
部
長
大
森
博
士

に
招
か
れ
、
福
岡
医
学
校
教
諭
兼
産
婦
人
科
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
」
た
。

（
注
） 

東
京
大
学
が
明
治
十
年
設
立
さ
れ
た
時
、
東
京
英
語
学
校
が
大
学
予

備
門
に
な
り
、
法
、
文
、
理
学
部
入
学
の
た
め
の
予
備
校
に
な
っ
た
。

　
　

  

医
学
部
は
予
科
へ
入
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
後
述
す

る
よ
う
に
明
治
八
年
に
は
池
田
は
河
本
と
同
級
の
二
等
予
科
生
に
在

籍
し
て
お
り
、
大
学
予
備
門
で
は
な
く
明
治
八
年
東
京
医
学
校
二
等

予
科
生
に
編
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

尚
、
そ
の
後
、
明
治
十
五
年
六
月
医
学
部
予
科
を
廃
止
し
、
そ
の
生
徒
を
大

学
予
備
門
に
編
入
し
た
。

　



六

河
本
重
次
郎
『
回
顧
録
』（

９
）

に
は

「
余
が
入
学
す
る
や
、
実
は
吾
々
は
、
外
国
語
学
校
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る

が
、
他
の
諸
君
は
藤
堂
屋
敷
よ
り
、
皆
移
り
来
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
独
逸

語
だ
け
は
少
々
長
者
の
方
で
あ
つ
た
、［
中
略
］
余
は
北
里
、
大
谷
、
池
田
、

鶴
崎
君
抔
と
同
級
で
あ
つ
た
、」
と
あ
り
、
こ
こ
で
言
う
「
藤
堂
屋
敷
よ
り

移
り
来
ら
れ
た
も
の
」
と
は
、
明
治
七
年
十
�
月
に
三
等
予
科
生
に
入
学
し

た
も
の
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
明
治
十
六
年
卒
業
生
の
入

学
は
次
の
二
通
り
に
な
る
。

①
三
等
予
科
生
と
し
て
明
治
七
年
十
一
月
入
学

　

北
里
柴
三
郎（

13
）、中

島
幸
次
郎（
孚
）（

５
）、佐

々
木
曠（

１
）、川

原
邦
太
郎（
汎
）（

４
）、

劉
小
�
郎
、
山
根
文
策
、
浦
島
賢
吉
等

②
二
等
予
科
生
と
し
て
明
治
八
年
十
一
月
東
京
外
国
語
学
校
よ
り
編
入

　

河
本
重
次
郎（

６
）、大

谷
周
庵（

10
）、池

田
陽
�
、鶴
崎
平
三
郎（

11
）、（

斉
藤
駒
吉（
為

信
））、（
真
部
於
菟
也
）、（
千
原
春
輔
）、（
鈴
木
規
短
治
）　
（　

）
内
は
東
京

外
国
語
学
校
在
籍
者
。

　

東
京
外
国
語
学
校
の
状
況
に
つ
い
て
、
河
本
重
次
郎
の
『
回
顧
録
』
よ
り
引

用
す
る
。

「
余
は
横
浜
を
去
つ
て
東
京
に
移
る
こ
と
ゝ
な
れ
り
、
し
て
学
校
は
外
国
語

学
校
に
入
り
、
専
ら
独
逸
学
を
為
せ
り
、
其
当
時
は
、
今
の
如
く
小
学
校
も

中
学
校
も
な
く
、
少
な
く
と
も
、
余
は
外
国
語
学
校
で
専
ら
独
逸
語
の
み
で
、

他
に
国
語
と
か
漢
学
抔
は
�
切
や
ら
な
ん
だ
、
故
に
今
で
も
本
当
の
文
章
は

出
来
ぬ
、
つ
ま
り
自
分
が
此
方
の
力
と
云
ふ
は
、
新
聞
抔
よ
り
の
読
み
覚
え

で
あ
る
、

外
国
語
学
校
に
居
た
時
の
先
生
に
はK

マ
　
　
マ

nippin, H
ansen, W

itkosky

抔
と

言
ふ
独
逸
人
が
居
て
、
そ
れ
に
教
を
受
け
た
が
、
此
中
、
ク

マ
　
　
　
 
マ

ニ
ッ
ピ
ン
と
云

ふ
人
は
、
立
派
な
や
さ
し
き
人
で
あ
つ
た
、

其
人
は
元
と
甲
比
丹
で
船
乗
り
あ
つ
た
と
か
云
ふ
、
何
ん
で
も
「
ラ
イ
ン
」

近
傍
の
人
で
あ
つ
た
が
、
地
理
、
気
候
学
に
精
通
さ
れ
て
居
た
、
氏
は
現
今
、

学
士
会
仮
事
務
所
の
あ
る
所
に
、
御
雇
西
洋
人
の
住
宅
五
六
軒
あ
つ
て
、
其

中
に
住
居
し
て
居
た
が
、
皆
二
階
の
な
い
四
角
な
安
普
請
で
、
中
は
大
抵
皆

四
つ
に
し
き
り
つ
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。

此
ク
ニ
ッ
ピ
ン
と
云
ふ
は
、
其
当
時
、
日
本
地
図
を
作
つ
て
居
ら
れ
て
、
余

も
多
少
手
伝
つ
た
、
今
日
独
逸
に
あ
る
日
本
地
図
は
、
之
を
本
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
思
ふ
、

其
頃
世
に
あ
る
日
本
地
図
を
皆
買
集
め
て
、
書
箱
に
�
杯
持
ち
居
ら
れ
、
し

て
屋
の
中
央
に
大
な
る
斜
面
板
を
架
し
、
其
上
に
地
図
の
台
紙
を
置
き
、
其

上
を
又
紙
で
覆
ひ
、
必
要
な
る
所
丈
切
り
明
け
て
、
暇
あ
る
毎
に
そ
こ
に
地

名
を
入
る
ゝ
の
で
あ
つ
た
。
又
日
本
の
気
候
状
態
が
独
逸
に
知
れ
た
る
も
、

ク
ニ
ッ
ピ
ン
の
力
に
依
る
も
の
と
思
ふ
、

氏
は
毎
日
の
業
と
し
て
、
寒
温
、
風
雨
、
風
水
の
速
力
等
�
々
記
さ
れ
た
り
、

�
夏
、
氏
の
不
在
の
時
、
余
は
其
任
務
を
依
頼
さ
れ
た
る
が
、
家
の
屋
根
上

に
風
速
計
が
あ
り
、
余
は
雨
が
降
ら
う
が
、
風
が
吹
か
う
が
、
屋
根
に
登
り

て
風
速
を
計
測
し
た
、
�
日
雷
雨
の
時
も
、
登
り
て
そ
れ
を
計
れ
り
、
全
く
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気
象
学
者
の
模
型
を
実
行
せ
る
な
り
、

余
は
同
氏
よ
り
学
校
で
地
文
学
を
学
び
、
初
て
地
球
の
大
さ
や
、
月
の
距
離

を
計
る
こ
と
を
覚
え
た
り
、
余
は
本
来
、
少
年
時
代
よ
り
地
理
を
好
み
、
其

頃
日
本
の
地
理
を
折
本
形
に
作
り
し
旧
式
の
地
図
が
あ
つ
た
、
そ
れ
を
見
て

何
と
な
く
喜
ぶ
と
云
ふ
風
に
、
地
理
に
は
、
恰
も
蝶
が
花
を
喜
ぶ
と
同
じ
く

�
種
の
嗜
好
を
持
つ
て
居
た
、
そ
こ
で
、
地
文
学
に
も
頗
る
好
愛
の
念
が
強

か
つ
た
。

又
ハ
ン
ゼ
ン
と
云
ふ
人
は
、
此
人
は
歴
史
と
数
学
を
担
任
し
て
居
た
が
、
其

歴
史
の
教
へ
方
は
実
に
面
白
い
も
の
で
、
全
く
史
上
の
人
物
を
其
場
に
扮
す

る
如
き
調
子
で
あ
つ
た
、
ビ
ス
マ
ル
ク
抔
の
云
た
こ
と
抔
を
云
て
、
自
分
自

ら
当
人
で
あ
る
様
に
話
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
余
は
大
に
歴
史
好
き
と
な

り
、
今
日
迄
、
地
理
と
歴
史
は
、
他
人
の
知
れ
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
知
る

こ
と
に
な
り
、其
好
愛
心
よ
り
、自
然
歴
史
も
の
は
、多
く
読
む
様
に
な
れ
り
。

又
ハ
ン
ゼ
ン
は
数
学
を
教
へ
た
が
、
さ
て
余
は
、
数
学
に
甚
だ
無
能
で
困
難

せ
り
、
殊
に
今
で
も
記
憶
す
る
が
、
按
分
比
例
と
き
て
は
、
�
向
に
分
ら
な

い
為
め
、
点
数
甚
だ
劣
点
で
あ
つ
た
、
依
て
�
夏
思
ふ
存
分
、
数
学
を
特
別

に
修
学
し
た
、
そ
れ
か
ら
按
分
比
例
も
易
く
出
来
る
様
に
な
れ
り
、
従
て
点

数
も
大
に
上
つ
た
、

ハ
ン
ゼ
ン
は
飯
田
町
通
の
山
手
側
に
居
住
し
居
た
が
、
其
時
は
未
だ
草
茫
々

で
あ
つ
た
、

ウ
ヒ
ト
コ
ス
キ
と
云
ふ
人
は
、
何
処
の
人
か
知
ら
ぬ
、
偉
大
な
体
格
で
、
人

相
悪
し
き
人
物
で
あ
つ
た
が
、
語
学
の
受
持
で
あ
つ
た
。
其
人
は
甚
だ
怒
り

易
き
人
で
余
は
�
度
文
章
を
書
て
行
き
、い
た
く
打
た
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
、

［
略
］
余
は
甚
だ
不
才
で
、
何
事
に
も
不
出
来
の
方
で
あ
つ
た
（
事
実
の
話

な
り
）。［
中
略
］

余
は
外
国
語
学
校
に
居
た
時
、
若
年
の
考
へ
か
ら
、
地
理
学
者
に
な
ら
う
か

と
思
つ
た
、
そ
れ
は
、
自
分
が
性
来
甚
だ
地
理
好
き
の
為
め
で
あ
る
。
余
は

学
校
の
図
書
室
に
至
り
、
亜
弗
利
加
の
紀
行
文
抔
を
頻
り
と
読
み
、
益
々
決

心
し
た
。

依
っ
て
其
当
時
池
の
端
の
慶
安
寺
に
居
た
叔
父
の
中
江
に
相
談
に
行
つ
た

が
、
非
常
に
怒
ら
れ
、
今
だ
に
叔
父
の
怒
つ
た
大
目
玉
が
、
自
分
に
覚
え
あ

る
程
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
其
方
を
止
め
に
し
て
、
医
学
に
志
す
様
に
な
つ
た
、

［
略
］
こ
れ
も
、
判
然
と
明
確
な
志
あ
つ
て
の
こ
と
で
な
く
、
叔
父
の
意
見

に
よ
り
、
漠
然
と
入
学
す
る
こ
こ
ろ
に
な
つ
た
ま
で
な
り
。」

　

尚
、
東
京
外
国
語
学
校
は
明
治
十
九
年
三
月
廃
校
に
な
っ
た
。
従
っ
て
現
東

京
外
国
語
大
学
の
直
系
の
ル
ー
ツ
で
は
な
い
。

（
注
） K

unippin

、ク
ニ
ッ
ピ
ン
はK

unipping

、ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
が
正
し
い
。

　

彼
は
明
治
十
六
年
三
月
�
日
に
全
国
の
測
侯
所
か
ら
電
信
で
気
象
デ
ー
タ
を

集
め
天
気
図
を
作
成
し
、
毎
日
印
刷
配
布
し
た
。
翌
十
七
年
六
月
�
日
、
東
京

気
象
台
で
毎
日
三
回
全
国
の
天
気
予
報
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
天
気
予
報
の
始

ま
り
で
あ
る
。

　

初
め
て
の
全
国
天
気
予
報
は
“V

ariable w
inds, changeable, som

e 

rain

”「
全
国
�
般
風
の
向
キ
ハ
定
マ
リ
ナ
シ
天
気
ハ
変
リ
易
シ
但
シ
雨
天
勝



八

チ
」
イ
・
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ

（
14
）

　

尚
、
鶴
崎
平
三
郎
は
明
治
二
十
二
年
兵
庫
県
須
磨
浦
に
、
日
本
で
初
め
て
本

格
的
な
結
核
療
養
所
を
設
立
し
た
が
、
各
地
の
気
象
デ
ー
タ
を
調
べ
、
須
磨
浦

は
温
暖
で
療
養
に
適
し
て
い
る
こ
と
確
認
し
、
土
地
を
選
定
し
た
。（

11
）

そ
の

後
も
病
院
内
に
百
葉
箱
を
設
け
、
気
象
デ
ー
タ
ー
を
取
っ
た
と
言
わ
れ
、
こ
れ

も
東
京
外
国
語
学
校
時
代
の
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

ド
イ
ツ
語
力

　

入
澤
達
吉
に
よ
る
と

「
�
切
外
国
教
師
で
や
つ
た
の
で
皆
独
逸
語
で
講
義
を
し
た
。
即
ち
和
蘭
人
の

ヱ
ー
キ
マ
ン
の
化
学
、
ヂ
ツ
セ
の
病
理
解
剖
学
、
ス
ク
リ
バ
の
外
科
、
ベ
ル

ツ
の
内
科
及
婦
人
科
、
皆
独
逸
語
で
や
つ
た
。
法
医
学
は
ス
ク
リ
バ
氏
が
担

任
し
て
居
つ
た
。皮
膚
科
、小
児
科
な
ど
と
云
ふ
も
の
は
無
論
な
か
つ
た
。［
略
］

本
科
、
即
ち
本
科
医
科
の
学
生
の
独
逸
文
の
参
考
書
は
、
其
当
時
ピ
ン
ネ
ル

の
化
学
書
、
或
は
ロ
ス
コ
ウ
の
化
学
書
、
ヨ
ホ
マ
ン
の
物
理
学
、
解
剖
は
ク

ラ
ウ
ゼ
又
は
ゲ
ー
ゲ
ン
バ
ウ
ル
の
著
書
、
病
理
解
剖
学
は
チ
ー
グ
レ
ル
、
内

科
書
は
ス
ト
リ
ユ
ン
ベ
ル
か
又
ハ
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ス
ト
か
又
は
ユ
ル
ゲ
ン
セ
ン

で
あ
つ
た
。
眼
科
は
マ
イ
エ
ル
の
書
、
婦
人
科
産
科
は
シ
ユ
レ
ー
デ
ル
、
外

科
は
ヒ
ユ
ー
テ
ル
、
薬
物
は
シ
ユ
ミ
ー
デ
ベ
ル
ヒ
の
書
で
あ
つ
た
。
外
に
ク

ン
ツ
ヱ
と
云
ふ
小
さ
い
内
科
書
が
あ
り
ま
し
た
。
是
は
日
本
で
ズ
ツ
ト
古
い

人
が
既
に
翻
訳
し
て
居
り
ま
す
が
、
誠
に
詰
ら
な
い
書
物
で
あ
る
。
併
し
小

さ
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
下
読
し
て
試
験
に
出
る
と
ベ
ル
ツ
さ
ん
に

能
く
叱
ら
れ
た
。
お
前
達
あ
ん
な
本
を
読
ん
で
は
い
け
な
い
と
言
は
れ
た
こ

と
を
記
憶
し
て
居
り
ま
す
、
今
申
し
ま
す
や
う
に
独
逸
の
教
師
が
多
く
て
、

又
予
科
の
教
授
科
目
の
中
に
、
独
逸
語
の
時
間
が
非
常
に
多
か
つ
た
も
の
で

す
か
ら
、
私
共
の
級
な
ど
で
は
最
早
余
程
衰
へ
ま
し
た
が
、
其
数
年
前
の
級

で
は
、
独
逸
語
の
達
者
な
人
が
澤
山
あ
り
ま
し
た
。

日
本
文
は
書
け
な
い
が
、
独
逸
文
な
ら
ば
容
易
に
書
け
る
と
云
ふ
人
が
あ
つ

た
。
今
生
き
残
つ
て
居
る
人
で
元
福
岡
に
居
つ
て
、
今
佐
賀
に
開
業
し
て
居

る
池
田
陽
�
君
、
神
戸
に
開
業
し
て
居
る
山
本
次
郎
平
君
な
ど
は
独
逸
文
を

書
く
こ
と
は
自
由
自
在
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
学
生
間
に
は
独
逸
語
が
多
く
日

本
語
を
交
へ
て
話
さ
れ
た
。」（

15
）

河
本
重
次
郎
の
『
回
顧
録
』
に
も
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
池
田
陽
�
君
は
、
今
九
州
で
高
名
で
あ
る
が
、
級
中
で
�
番
若
年
の
方
で

あ
っ
た
、
余
と
も
親
し
く
、
今
も
音
信
を
時
々
通
じ
て
居
る
、
君
は
其
の
時

分
か
ら
独
逸
語
達
者
で
、
今
で
も
、
手
紙
は
独
文
で
余
せ
ら
る
ヽ
こ
と
が
多

い
、
し
て
其
文
は
、
全
く
独
逸
人
の
文
を
見
て
居
る
様
で
あ
る
、」

ま
た
池
田
陽
�
履
歴
の
続
き
に
は

「
前
述
の
よ
う
に
池
田
は
ド
イ
ツ
語
に
堪
能
で
、
た
だ
洋
書
を
読
み
文
を
綴

る
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
事
柄
も
ほ
と
ん
ど
ド
イ
ツ
式
で
、
ド
イ
ツ
語
で
処

理
し
、
医
学
に
関
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
�
本
の
手
紙
、
�
葉
の
葉
書
も
ド

イ
ツ
語
で
書
い
た
。
か
つ
て
若
い
頃
、
外
国
語
学
校
時
代
、
難
解
な
ド
イ
ツ

語
に
習
熟
す
る
た
め
、
辞
書
丸
暗
記
の
無
謀
を
決
意
し
、
明
敏
な
頭
脳
と
不

撓
の
努
力
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
そ
の
難
事
を
克
服
し
た
。」（

12
）



九

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

　

こ
の
時
代
ま
で
は
ド
イ
ツ
人
教
師
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
学
生
達
の
ド
イ
ツ

語
の
読
み
書
き
、
会
話
能
力
は
最
高
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

北
里
柴
三
郎
が
コ
ッ
ホ
と
の
初
対
面
で
、
コ
ッ
ホ
の
第
�
印
象
は
「
ド
イ
ツ

語
の
う
ま
い
日
本
人
」
で
あ
っ
た
。（

５
）

　

そ
の
後
ベ
ル
ツ
、
ス
ク
リ
バ
以
外
は
日
本
人
教
師
に
な
る
と
、
学
生
の
ド
イ

ツ
語
能
力
は
衰
え
、
ベ
ル
ツ
の
講
義
も
聞
き
取
れ
な
い
学
生
も
で
て
き
た
。（

６
）

惜
別
の
詩

　

ド
イ
ツ
人
解
剖
学
教
師
ギ
ー
ル
ケ
（
希
爾
傑
）
が
明
治
十
三
年
帰
国
す
る
際

に
、
同
級
の
中
島
幸
次
郎
が
送
っ
た
惜
別
の
詩
を
紹
介
す
る
。

図
１　

惜
別
の
詩
（
東
京
大
学
医
学
図
書
館
蔵
）

　
　
　

暫
時
分
乎
尚
相
悲

　
　
　

況
是
難
期
再
開
時

　
　
　

此
別
愧
成
児
女
態

　
　
　

数
行
暗
涙
濺
臨
岐

　
　
　

　
　
　

明
治
十
三
年
十
�
月
廿
五
日
謹
賦
�
絶
以
送

　
　
　

博
士
希
爾
傑
先
生
還
獨
逸
敢
祈
清
鑒

　
　
　

日
本
東
京
大
学
醫
學
部
三
等
本
科
生
中
島
幸
友
信
再
拝

　

福
井
県
文
書
館 

吉
田
健
主
任
よ
り
、
こ
の
詩
は
右
記
の
よ
う
な
七
言
絶
句

の
詩
で
あ
り
、
意
訳
す
る
と

　
「
し
ば
し
の
別
れ
で
も
悲
し
い
の
に
、
ま
し
て
や
、
再
び
会
え
な
い
こ
の
別

れ
に
際
し
、
涙
な
し
に
は
い
ら
れ
よ
う
か
。
し
か
し
女
子
供
の
よ
う
な
振
舞
い

は
で
き
な
い
の
で
、
涙
を
隠
し
て
別
れ
に
臨
む
」
に
な
ろ
う
と
の
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。

　

ギ
ー
ル
ケ
は
明
治
十
三
年
九
月
実
施
さ
れ
た
理
科
試
問
（
前
報
図
４
）
を
担

当
し
た
後
、
帰
国
し
た
。

　

前
報
の
「
佐
々
木
日
記
」
に
記
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
人
教
師
が
帰
国

す
る
際
に
、
ホ
ル
ツ
に
は
全
員
が
涙
を
流
し
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
に
は
全
員
が
新
橋

駅
ま
で
送
り
、
�
部
の
学
生
に
評
判
の
悪
か
っ
た
シ
ュ
ル
チ
ェ
に
も
西
陣
織
物

を
贈
り
、
本
科
生
が
新
橋
駅
ま
で
送
っ
て
い
る
。

　

厳
し
い
教
育
を
受
け
な
が
ら
も
ド
イ
ツ
人
教
師
に
対
す
る
学
生
達
の
思
慕
の

念
が
こ
の
詩
か
ら
も
窺
え
る
。



�
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40 4 21  4
44
47
39
51
47 5
38 4
35
41 7
38
45
40 11
35 5 7

41
35
33
35 5 24  5
34
39
35 8
39
38
36 7 10  8
37
35
39

5 4( ) 3( ) 2( )

5 4.5 5   4.4 3.5 (4 )
3.4 2.5 (3 )

(7 10 )

表３　明治十六年 医学々生卒業試業成績、卒業日及び赴任時期



�
�

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

改
名

　

明
治
十
五
年
～
十
六
年
、
卒
業
を
控
え
次
の
学
生
達
が
改
名
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

改　
　

名 

（
訓
読
み
）

　

内
田　

仙
太
郎　
　
　
　
　

内
田　

守
�
（
も
り
か
ず
）

　

川
原　

邦
太
郎　
　
　
　
　

川
原　

汎　

 

（
ひ
ろ
し
）

　

中
島　

幸
次
郎　
　
　
　
　

中
島　

孚　

 

（
ま
こ
と
）　

　

高
橋　

勝
三
郎　
　
　
　
　

高
橋　

盛
寧
（
も
り
や
す
）

　

齋
藤　

駒
吉　
　
　
　
　
　

齋
藤　

為
信
（
た
め
の
ぶ
）

　

親
か
ら
命
名
さ
れ
、
古
来
か
ら
よ
く
使
わ
れ
た
名
前
に
飽
き
た
ら
ず
、
医
者

と
し
て
の
自
ら
の
信
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
新
し
い
人
生
を
切
り
開
こ
う
と

し
て
改
名
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

明
治
十
六
年
卒
業
試
業
成
績

　

表
３
の
左
表
は
成
績
順
で
は
な
く
卒
業
試
験
が
終
了
し
た
順
に
並
べ
ら
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

全
国
の
県
立
医
学
校
か
ら
医
学
士
の
需
要
が
高
か
っ
た
た
め
、
試
験
が
終
了

次
第
、
仮
卒
業
書
を
授
与
し
、
任
地
に
赴
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
正
式
の

卒
業
證
書
は
、
下
記
の
よ
う
に
七
月
十
�
日
に
法
、
文
、
理
、
医
の
四
学
部
に

�
斉
に
授
与
さ
れ
た
が
、
医
学
部
で
は
実
際
の
卒
業
月
日
は
各
人
に
よ
り
異
な

る
た
め
、
仮
卒
業
時
期
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　

北
里
の
四
月
二
十
�
日
と
、
川
俣
の
七
月
十
日
（
前
報
図
７
）
に
は
二
ヶ
月

以
上
の
開
き
が
あ
る
が
、
幾
組
に
も
分
け
抽
選
で
受
験
し
た
の
で

（
15
）、

卒
業

試
験
終
了
に
二
～
三
ヶ
月
の
開
き
が
で
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

卒
業
證
書
授
与

「
明
治
十
六
年
七
月
十
�
日
法
理
醫
文
學
部
卒
業
ノ
學
生
六
十
七
人
ニ
卒
業

證
書
ヲ
授
與
ス　

即
チ
法
學
科
八
人　

物
理
學
科
�
人　

化
学
科
八
人　

機

械
工
學
科
三
人　

土
木
工
學
科
四
人　

地
質
學
科
二
人　

採
鉱
冶
金
學
科
四

人　

醫
學
科
廿
六
人　

製
薬
學
科
�
人　

哲
學
科
�
人　

政
治
學
及
理
財
學

科
九
人
ナ
リ　
［
其
姓
名
ハ
略
］
又
是
年
医
学
部
別
課
医
学
生
徒
ノ
卒
業
ス

ル
モ
ノ
七
十
八
人
ニ
卒
業
仮
證
書
ヲ
授
与
ス　

即
チ
三
月
ニ
ハ
十
五
名
［
其

姓
名
ハ
略
］　

四
月
ニ
ハ
十
�
名　

五
月
ニ
ハ
十
六
名　

七
月
ニ
ハ
八
名　

八
月
ニ
ハ
二
十
八
名
ナ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
部
省
第
十
�
年
報
（
明
治
十
六
年
）』。

　
　

表
３
右
表
の
卒
業
證
書
番
号
は
證
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
、北
里
柴
三
郎（
北

里
研
究
所
蔵
）、
鶴
崎
平
三
郎
（
鶴
崎
家
蔵
）、
川
俣
四
男
也
（
東
京
大
学
医
学

図
書
館
蔵
）
の
番
号
は
試
業
成
績
書
の
順
序
（
席
次
）
に
対
応
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

順
序
に
基
づ
き
河
本
重
次
郎
の
番
号
を
推
定
す
る
と
第
九
十
六
号
に
な
る
。

第
�
号
は
明
治
十
二
年
、
第
�
回
卒
業
生
の
首
席
、
清
水
郁
太
郎
で
あ
り

（
17
）、

明
治
十
五
年
ま
で
の
卒
業
生
は
九
十
四
名
で
あ
る
た
め
、
第
九
十
五
号
は
欠
番

に
な
る
。
次
項
で
述
べ
る
が
、
卒
業
試
業
中
最
優
等
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず

急
逝
し
た
中
島
孚
に
送
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る



�
二

卒
業
試
験
中
の
病
死

　

明
治
十
五
年
十
�
月
に
八
年
間
の
教
科
が
終
わ
る
と
、
寄
宿
舎
を
出
て
、
旧

�
等
生
と
し
て
下
宿
を
し
な
が
ら
卒
業
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
六

年
二
月
か
ら
の
卒
業
試
験
に
臨
ん
だ
学
生
は
三
十
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち

四
名
が
欠
落
し
た
。
次
の
二
名
は
試
験
中
病
死
し
た
。

　

鈴
木
規
短
次

「
群
馬
県
人
で
、
温
厚
な
人
で
あ
っ
た
が
、
卒
業
試
験
中
に
腸
「
チ
フ
ス
」

に
罹
り
死
去
さ
れ
た
、
其
葬
儀
に
実
父
も
見
え
た
が
、
余
程
落
胆
な
様
子
で

あ
つ
た
こ
と
、
今
で
も
記
憶
す
る
が
、
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
で
、［
略
］
余

は
�
夏
、
此
鈴
木
君
と
同
下
宿
に
居
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
は
、
自
分
脚
気

の
あ
つ
た
時
で
あ
つ
た
。」（

９
）

中
島
孚

熊
本
県
人
で
北
里
柴
三
郎
と
同
時
に
上
京
し
東
京
医
学
校
に
入
っ
た

（
５
）。

河
本
重
次
郎
も
「
温
厚
な
人
物
で
能
く
出
来
た
、
卒
業
の
頃
、
燐
れ
や
此
世

を
去
つ
た
が
、
谷
中
天
王
寺
の
墓
地
の
片
隅
に
眠
つ
て
居
る
筈
」
と
書
い
て

い
る
。（

９
）

　

入
澤
達
吉
も
「
五
等
本
科
の
中
島
と
云
ふ
人
は
卒
業
試
験
の
中
途
で
死
ん
だ

が
、
非
常
に
優
等
の
成
績
で
あ
つ
た
為
め
に
「
贈
醫
学
士
」
と
云
ふ
称
号
を
や

つ
た
と
聞
い
て
い
る
。
墓
は
谷
中
に
あ
つ
た
と
思
う
。」
と
書
い
て
い
る
。（

15
）

　

明
治
十
六
年
十
月
二
十
七
日
東
京
大
学
学
位
授
与
式
に
於
い
て
、
加
藤
弘
之

綜
理
は
祝
辞
の
な
か
で
、
中
島
の
急
逝
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
哀
悼
の
意
を
表

し
た
。

「
最
モ
祝
ス
ヘ
キ
最
モ
喜
フ
ヘ
キ
此
盛
会
ニ
際
シ
唯
�
ノ
惋
惜
言
フ
ニ
忍
ヒ

サ
ル
モ
ノ
ア
リ
医
学
生
中 

中
島
孚
ノ
病
没
是
ナ
リ
中
島
孚
ハ
熊
本
県
平
民

ニ
シ
テ
明
治
七
年
医
学
部
予
科
ニ
入
リ
夙
夜
勉
励
両
年
ノ
試
業
優
等
ニ
居
ル

モ
ノ
多
ク
漸
次
昇
等
シ
テ
遂
ニ
昨
十
五
年
十
�
月
ニ
於
テ
医
学
全
科
ヲ
完
了

シ
今
春
ヨ
リ
卒
業
ノ
試
問
ニ
従
事
シ
既
ニ
其
過
半
ヲ
卒
ヘ
最
モ
優
等
ヲ
占
タ

リ
シ
ニ
四
月
上
旬
俄
然
肺
炎
ニ
罹
リ
同
月
十
三
日
終
ニ
不
帰
ノ
人
ト
ナ
レ
リ

豈
悲
哀
セ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
同
学
諸
氏
カ
今
日
此
光
栄
ヲ
享
ク
ル
ト
其
幸
不
幸

果
シ
テ
如
何
ソ
ヤ
」

　
　
　
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
六
年
十
月
三
十
日
の
記
事
よ
り
）

　

川
原
汎
は
在
学
中
か
ら
肺
を
病
ん
で
お
り
、
二
十
歳
頃
よ
り
嗜
み
始
め
た
酒

を
飲
み
つ
ゝ
試
業
中
は
勉
強
に
耽
り
、
突
然
大
量
の
喀
血
を
来
た
し
た
。
ベ
ル

ツ
博
士
に
よ
り
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
東
大
病
院
で
�
ヶ
月
療
養
し
て
、
七
月

に
佐
賀
県
医
学
校
へ
赴
任
し
た
。
着
任
後
三
ヶ
月
で
こ
れ
を
辞
し
、
愛
知
医
学

校
�
等
教
諭
、
愛
知
病
院
内
科
医
長
と
し
て
着
任
し
た
。（

３
）

　

試
験
は
厳
し
い
も
の
で
、
厳
寒
時
に
受
け
て
お
り
、
ま
た
寄
宿
舎
か
ら
下
宿

へ
移
り
、
食
住
環
境
の
変
化
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

藤
井
善
衍
の
去
就
は
不
明
で
あ
る
。

　

山
本
次
郎
平
は
卒
業
試
業
を
欠
席
し
、
翌
十
七
年
に
卒
業
し
た
。



�
三

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

岐
阜
医
学
校
の
青
田
刈
り　

佐
々
木
曠
、
大
谷
周
庵

　

岐
阜
医
学
校
長
、
相
磯
慥
は
明
治
�
五
年
卒
の
医
学
士
で
、
前
報
で
記
載
し

た
通
り
卒
業
生
が
無
試
験
で
医
師
免
状
が
得
ら
れ
る
甲
種
医
学
校
を
計
画
し

た
。

　

こ
の
た
め
の
医
学
士
（
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
の
み
）
三
名
が
居
る
こ
と

が
�
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
更
に
二
名
を
獲
得
す
る
た
め
、
岐
阜
県
衛
生
課
長
、

山
本
操
を
卒
業
試
験
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
十
六
年
二
月
に
先
ず
佐
々
木
曠
に

接
触
さ
せ
た
。

　

更
に
佐
々
木
と
同
じ
下
宿
に
い
た
大
谷
周
庵
に
も
声
を
掛
け
た
。

　

次
の
手
紙
の
や
り
取
り
が
あ
る
。

書
簡
�
、
岐
阜
県
衛
生
課
長　

山
本
操
よ
り
佐
々
木
曠
へ

　
　

益
御
清
栄
被
為
渉
奉
賀
候

　
　

此
頃
は
御
光
来
被
下
失
敬
之
段

　
　

御
仁
免
可
被
下
候
、
其
節
御
相
談
申
候

　
　

�
条
ニ
付
別
紙
差
上
置
候
間
猶

　
　

貴
所
方
ヨ
リ
も
乍
御
手
数
御
承
諾

　
　

之
旨
�
通
御
回
答
被
下
度
実
者

　
　

今
日
ニ
モ
持
参
致
候
積
之
処
公
事

　
　

多
端
ニ
付
以
郵
便
申
上
候
就
而
者

　
　

御
回
答
も
郵
便
ニ
て
御
遺
し
被
下
度

　
　

草
　々

頓
首
々
々

　
　

十
六
年
二
月
五
日　
　
　

山
本
操

　
　
　

佐
々
木
曠
様

　
　
　
　
　
　

梧
右

書
簡
二
、
岐
阜
県
衛
生
課
長　

山
本
操
よ
り
佐
々
木
曠
、
大
谷
周
庵
へ

　
　
　
　
（
封
筒
表
）
東
京
本
郷
区
弓
町
二
丁
目
三
番
地
高
山
十
門
殿
方

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
曠
殿　

大
谷
周
庵
殿　

書
留　

親
展

　
　
　
　
（
封
筒
裏
）
岐
阜
県
衛
生
課　

山
本
操

　

図２　書　簡　二

過
日
者
御
細
書
被
下
候
ニ
付

今
�
度
拝
顔
致
度
存
知
候
処

電
報
ヲ
以
至
急
帰
県

之
儀
県
地
ヨ
リ
申
越
候
間

不
取
敢
出
立
い
た
し
候
、
就
而
者

御
談
之
儀
も
候
ハ
バ
本
県
衛
生

課
へ
宛
御
紹
介
被
下
度
此
段

申
上
置
候　

草
　々

頓
首

　

二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　

山
本
操　
　

大
谷
周
庵
様

佐
々
木
曠
様

　

県
議
会
で
甲
種
医
学
校
設
立
は
了
承
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
文
部
省
か
ら

校
舎
の
修
繕
、
機
器
書
籍
の
充
実
な
ど
を
要
求
さ
れ
、
財
政
上
困
難
な
岐
阜
県



�
四

で
は
対
応
で
き
ず
、
結
局
県
会
で
否
決
さ
れ
、
甲
種
医
学
校
を
諦
め
、
乙
種
医

学
校
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

従
っ
て
先
に
声
を
か
け
た
佐
々
木
曠
の
み
の
招
聘
に
決
ま
り
、
大
谷
周
庵
に

は
謝
金
（
詫
び
金
）
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
次
の
通
り
医
学
校
長
と
衛
生
課

長
か
ら
詫
び
状
が
き
た
。

書
簡
三
、
相
磯
慥
校
長
よ
り
佐
々
木
曠
へ

　
　

拝
呈　

陳
謝
過
日
迂
生
出
京
之
砌
、
貴
君

　
　

御
挨
拶
之
儀
奉
懇
願
候
処
、
早
速
御
諾
話

　
　

被
下
大
慶
ニ
奉
存
候
、
猶
帰
県
之
節
ハ
必
す　

　
　

御
面
談
可
仕
候
筈
之
処
、
俄
ニ
他
ニ
用
事

　
　

起
り
用
弁
之
為
メ
時
間
ヲ
消
費
致
其
カ
為
メ

　
　

乗
船
時
限
に
後
れ
ハ
、
不
得
止
後
事
ハ
佐
藤
三
吉
氏

　
　

ニ
委
託
し
、
且
課
長
山
本
操
氏
ヘ
ハ
佐
藤
氏
ノ
返
事
次
第

　
　

貴
君
ヘ
確
答
相
成
度
旨
申
置
キ
、
直
ニ
横
濱
ニ
立
越
、

　
　

か
つ
ハ
乗
船
致
候
、
佐
藤
氏
ノ
返
事
ト
申
ハ
最
初
貴
君
ヘ

　
　

御
依
頼
申
上
候
節
ハ
先
つ
差
当
リ
貴
君
御
壱
名
之
積
ニ
候
処

　
　

大
谷
君
も
亦
行
キ
テ
モ
ヨ
キ
ト
ノ
御
言
ヲ
聞
キ
喜
悦
仕
候

　
　
［
中
略
］

　
　

大
谷
君
、
佐
々
木
君
ト
予
約
致
候
云
々
、
其
□
迂
生
よ
り
ハ

　
　

更
二
此
趣
通
知
仕
候
、
爰
ニ
於
テ
此
事
斯
ク
確
定
致
候
、

　
　

然
ル
処
、
茲
ニ
甚
タ
不
都
合
相
起
候
、
其
訳
ハ
十
五
年
度
ニ

　
　

於
テ
（
即
昨
年
県
会
議
決
）
甲
種
医
学
校
設
立
ニ
議
決
シ
、

　
　

其
定
額
ヲ
壱
万
二
千
五
百
余
円
ニ
ナ
シ
タ
リ
、
昨
年
来
大
キ
ニ

　
　

教
則
ヲ
取
調
ヘ
、
文
部
省
ヘ
伺
出
候
処
費
用
不
足
ニ
付
、

　
　

猶
増
額
致
様
指
令
有
之
、
因
テ
本
年
ノ
県
会
ノ
増
額
原
案
ヲ
先
ツ

　
　

常
置
委
員
会
ニ
掛
ケ
候
処
、
廃
案
ト
相
成
、
故
ニ
本
年
度
ニ
於
テ
ハ

　
　

甲
種
ノ
議
止
む
、
尚
ホ
文
部
省
よ
り
ノ
内
達
ニ
校
院
ヲ
修
繕
シ

　
　

機
器
書
籍
等
購
求
致
様
ト
ア
リ
、
又
県
会
よ
り
モ
本
年
度
ハ

　
　

乙
種
ト
ナ
シ
、
文
部
省
ノ
内
論
ヲ
遵
奉
致
度
様
県
会
へ
申
出
、

　
　

県
会
ニ
於
テ
モ
不
得
止
遺
憾
な
か
ら
其
事
ヲ
容
レ
ラ
レ
タ
リ
、

　
　

右
ニ
付
折
角
御
両
君
ト
予
約
候
得
共
、
御
壱
名
而
已
外
何
方
に
も

　
　

本
約
仕
兼
候
、
誰
ヲ
謝
シ
誰
ヲ
招
聘
ス
ル
□
ノ
点
ニ
至
リ
テ
ハ

　
　

種
々
協
議
仕
候
処
、
何
誰
も
同
し
く
予
約
な
れ
ハ
甚
タ
六
ヶ
敷
、

　
　

遂
ニ
�
番
最
初
御
依
頼
申
上
候
御
仁
カ
当
ト
決
候
、
然
レ
ハ
貴
君

　
　

ニ
候
故
何
卒
聘
応
被
下
度
、
県
庁
よ
り
も
折
入
テ
頼
呉
候
様
申
来
候
、

　
　

迂
生
ハ
更
ニ
奉
懇
願
候
、
大
谷
君
ヘ
ハ
何
ト
モ
申
訳
無
存
候
、

　
　

如
斯
粗
忽
な
る
所
業
ノ
官
衙
ニ
於
テ
有
ル
間
敷
事
な
れ
と
も
、

　
　

如
何
セ
ン
県
会
ア
リ
テ
自
由
な
し
、
生
県
庁
始
登
校
ニ
於
テ
モ

　
　

面
目
ナ
ク
、
全
ク
我
々
ノ
尽
力
ノ
足
ラ
サ
ル
ノ
来
ス
処
な
り
、

　
　

就
テ
ハ
此
段
重
々
謹
而
奉
鳴
謝
候　

頓
首

　
　
　
　
　

三
月
十
九
日　
　

相
磯
慥

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
曠
様

書
簡
四
、
山
本
操
よ
り
佐
々
木
曠
へ

　
　

過
般
出
京
之
節
貴
君
并



�
五

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

　
　

大
谷
周
庵
殿
御
卒
業
之
上
本
県

　
　

医
学
校
教
授
ト
シ
テ
御
傭
聘
申

　
　

度
旨
御
相
談
申
上
ご
承
諾
ニ
モ
相
成

　
　

候
処
豈
科
本
年
県
会
ニ
テ
ハ
更
ニ

　
　

乙
種
医
学
校
之
組
織
ニ
決
議
可
相
成

　
　

趣
左
候
テ
ハ
自
然
費
用
も
減
少
致
シ

　
　

随
テ
三
名
ノ
医
学
校
も
要
セ
サ
ル
様

　
　

相
成
可
申
候
間
甚
乍
不
本
意

　
　

県
会
之
決
議
致
無
之
実
以
遺
憾
之
至
ニ

　
　

候
得
共
費
用
ニ
制
限
も
有
之
候
間

　
　

貴
所
御
�
名
ハ
御
招
聘
申
候
共
大
谷
氏
ハ

　
　

御
解
キ
申
度
候
間
右
之
情
実
御
諒
察

　
　

被
下
度
貴
君
ヨ
リ
大
谷
氏
へ
宣
御
断
リ

　
　

被
下
度
幾
重
ニ
モ
御
取
計
奉
希
候

　
　

就
テ
ハ
貴
君
ハ
御
出
立
御
赴
任
相
成
候
哉

　
　

否
至
急
以
電
信
御
通
報
被
下
度

　
　

不
取
敢
此
段
得
貴
意
度
如
此
御
座
候

　
　

草
々
頓
首

　
　
　

十
六
年
三
月
廿
�
日

　
　
　
　
　
　
　
　

衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
操

　
　
　

佐
々
木
曠
様

　
　

二
伸
貴
君
御
赴
任
之
日
限
組
御
決
定

　
　

相
成
候
ハ
バ
旅
費
其
他
御
回
送
可
申
候
間

　
　

以
電
信
御
通
知
被
下
度
候
也

書
簡
五
、
山
本
操
よ
り
佐
々
木
曠
へ

　
　

春
暖
之
節
候
得
共
弥
御
清
栄

　
　

奉
賀
候
、
陳
者
三
月
廿
四
日
附
御
文

　
　

信
拝
読
、
今
般
三
井
銀
行
為
替
券

　
　

ヲ
以
赴
任
旅
費
并
月
棒
二
ヶ
月
分

　
　

繰
合
セ
左
ノ
通
及
御
廻
送
候
条
、

　
　

御
査
収
ノ
上
請
取
証
書
御
廻
致
有
之
度
候
、

　
　

且
定
約
書
も
�
通
及
御
廻
送
候
条

　
　

可
成
早
々
赴
任
相
成
候
様
致
度
、

　
　

左
期
限
之
儀
ハ
都
合
も
有
之
、

　
　

十
七
年
六
月
迄
ト
致
候
間
御
承
知

　
　

有
之
度
、
三
井
銀
行
ハ
駿
河
町
ニ

　
　

候
間
為
念
申
上
候

　
　
　

弐
百
六
拾
円　

二
ヶ
月
分
月
棒
前
渡
ノ
分

　
　
　

四
十
壱
円
八
十
銭　

赴
任
旅
費

　
　
　
　

〆
三
百
壱
円
八
十
銭

　
　

 
大
谷
君
ノ
謝
金
ヲ
協
議
ヲ
遂
ケ
、
弥
々
御
申
越
之
通
差
上
候
事
ニ
定
候
、

右
同
君
ヘ
御
通
知
被
下
、
其
御
承
諾
之
御
返
事
次
第
為
換
ニ
テ
金
員
差
送

可
申
候

　
　

赴
任
前
日
限
確
定
候
ハ
ヾ
郵
便
ニ
テ



�
六

　
　

御
通
報
相
成
度
候　

草
　々

頓
首

　
　
　

十
六
年
四
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
操　
　

　
　
　

佐
々
木
曠
殿

　
　
　
（
佐
々
木
家
蔵
資
料
よ
り
。
福
井
県
文
書
館
吉
田
健
主
任　

解
読
指
導
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

佐
々
木
曠
は
四
月
二
十
六
日
に
岐
阜
医
学
校
�
等
教
諭
と
し
て
赴
任
し

た
。（

18
）

　

大
谷
周
庵
は
、
謝
金
を
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
五
月
に
新
潟
医
学
校
へ
赴
任

し
た
。（

21
）

　

各
県
医
学
校
は
甲
種
医
学
校
設
立
に
向
け
第
�
の
要
件
で
あ
る
三
名
の
医
学

士
獲
得
の
た
め
月
俸
百
二
十
円
～
百
三
十
円
の
高
給
を
提
示
し
招
聘
に
狂
奔
し

た
。

　

し
か
し
他
の
要
件
を
満
た
す
た
め
に
は
更
に
費
用
が
か
か
り
、
岐
阜
県
の
よ

う
に
屡
々
水
害
に
見
舞
わ
れ
財
政
的
に
苦
し
い
県
で
は
対
応
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

二
人
と
の
接
触
に
当
た
っ
て
は
、
相
磯
と
同
期
、
岐
阜
県
大
垣
出
身
で
後
に

東
京
大
学
外
科
学
教
授
、
医
科
大
学
長
も
務
め
た
佐
藤
三
吉
が
関
係
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

図３　佐々木病院長

（『岐阜大学医学部三十年史付属病院百年史』より）

　

佐
々
木
曠
は
岐
阜
県
医
学
校
長
、
岐
阜
県
病
院
長
（
共
に
第
四
代
）
を
兼
務

し
た
が
、
明
治
十
九
年
医
学
校
は
廃
校
に
な
り
、
後
継
の
県
病
院
長
と
し
て
務

め
た
。
県
財
政
の
逼
迫
で
病
院
も
存
続
の
危
機
に
あ
っ
た
。
職
員
そ
の
他
雇
員

の
給
与
の
減
額
な
ど
費
用
節
減
に
辣
腕
を
振
る
い
、
県
下
の
巡
回
診
療
、
水
質

検
査
を
行
う
な
ど
積
極
的
な
財
政
再
建
に
乗
り
出
し
、
明
治
二
十
四
年
に
独
立

採
算
性
を
実
現
さ
せ
た
。

　

し
か
し
そ
の
直
後
の
明
治
二
十
四
年
十
月
～
明
治
二
十
五
年
二
月
に
起
き
た

美
濃
大
震
災
で
は
、
患
者
、
職
員
に
は
�
人
の
負
傷
者
も
出
さ
な
か
っ
た
が
、

建
物
は
半
壊
し
た
。　

　

救
護
事
務
は
殆
ど
佐
々
木
院
長
が
や
っ
た
模
様
で
あ
る
。
普
通
の
患
者
は
副

院
長
�
人
で
担
当
し
、
病
院
長
以
下
全
員
は
門
内
の
野
天
に
天
幕
を
張
り
手
術

台
を
曳
き
だ
し
て
救
急
医
務
に
従
事
す
る
と
共
に
大
垣
そ
の
他
の
医
療
機
関
か



�
七

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

ら
応
援
を
受
け
た
。

　

愛
知
県
病
院
（
川
原
汎
）、
大
阪
病
院
（
井
上
）、
京
都
病
院
（
猪
野
間
）、

慈
恵
病
院
（
高
木
兼
寛
）、
東
大
病
院
（
佐
藤
三
吉
、
ス
ク
リ
バ
）、
順
天
堂
医

院
（
佐
藤
進
）、赤
十
字
宮
内
省
侍
医
局
（
岩
佐
登
弥
太
、竹
中
）、そ
の
他
中
国
、

四
国
近
県
の
医
師
団
が
来
援
し
、
伏
見
宮
殿
下
、
総
理
大
臣
（
伊
藤
博
文
）
の

慰
問
も
あ
り
、
病
舎
の
修
理
工
事
は
国
庫
の
支
弁
と
な
り
平
常
に
復
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
も
佐
々
木
曠
は
美
濃
地
方
の
医
学
、
医
師
会
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し
た
。（

19
）

新
潟
医
学
校
へ
の
赴
任　

淺
田
决
、
川
俣
四
男
也

　

既
に
五
月
に
大
谷
周
庵
が
赴
任
し
、
続
い
て
八
月
、
浅
田
决
、
川
俣
四
男
也

が
赴
任
し
た
。
こ
の
時
の
池
田
謙
齋
（
初
代
医
学
部
総
理
）
へ
出
し
た
新
潟
医

学
校
長
竹
山
屯
の
書
簡
を
紹
介
す
る
。（

20
）

　
　

　
　

明
治
（
�
六
）
年
六
月
�
六
日　

　
　
（
封
筒
表
）
東
京　

池
田
謙
齋
様
侍
史
御
中　

新
潟　

竹
山
屯

奉
謹
啓
、
時
下
夏
気
稍
相
催
候
処
、
御
満
堂
様
益
御
清
適
被
為
遊
御
起
居

奉
大
賀
候
、
陳
は
先
般
七
八
日
前
と
覚
候
長
与
先
生
御
両
名
ニ
て
鄙
答
拝

呈
奉
懇
願
候
淺
田
、
川
俣
之
両
氏
御
地
発
途
之
儀
御
催
促
被
成
下
度
御
願

申
上
度
候
、
其
節
も
申
上
候
旅
費
之
儀
�
般
準
官
史
之
成
規
も
有
之
、
�

日
十
里
詰
壱
円
九
十
銭
ニ
て
ハ
実
ニ
不
足
、
大
谷
氏
へ
も
甚
気
之
毒
ニ
御

坐
候
得
共
、
県
庁
限
取
斗
候
事
も
出
来
兼
候
段
、
不
得
已
同
氏
ハ
不
平
も

無
之
承
諾
ニ
相
成
候
得
共
、
他
之
両
氏
ハ
辞
令
後
之
赴
任
旅
費
ニ
相
成
候

様
仕
度
と
奉
存
候
、
幸
此
度
木
梨
大
書
記
官
出
京
中
ニ
て
御
礼
ニ
御
三
君

へ
被
罷
出
候
様
依
頼
仕
置
候
間
、
長
与
先
生
へ
も
御
頼
置
被
成
下
、
其
辺

何
と
か
御
取
斗
、
他
之
両
氏
之
不
平
無
之
出
発
ニ
相
成
候
様
仕
度
奉
願
上

候
、
扨
伝
不
仕
候
得
ハ
先
生
当
初
旬
よ
り
少
々
発
熱
、
加
来
咯
痰
中
血
点

ヲ
混
候
哉
之
趣
、
尤
も
為
差
御
事
ニ
ハ
被
為
在
間
敷
候
得
共
、
御
大
切
之

御
身
国
事
御
省
略
十
分
御
摂
養
為
国
家
深
奉
祈
上
候
、
春
中
之
胃
病
ハ
如

何
被
為
在
候
哉
、
乍
失
敬
御
摂
生
ハ
余
リ
御
注
意
無
之
様
ニ
奉
拝
察
候
、

何
卒
精
々
御
注
意
速
ニ
御
全
癒
奉
懇
願
候
、［
中
略
］　

達
吉
子
も
此
度
校
検
上
等
之
出
来
と
申
事
、
姉
上
ニ
て
も
如
何
様
大
悦
遙

察
仕
候
、
右
ハ
御
容
体
為
伺
仕
度
呈
寸
楮
候
、
敏
并
ニ
達
吉
子
ニ
御
申
付
、

御
容
体
拝
聴
仕
度
候
、
草
々
謹
言

　
　
　

六
月
十
六
日　
　

屯
拝

　
　
　
　

池
田
先
生
玉
案
下

　

池
田
謙
齋
は
こ
の
時
期
肺
結
核
で
胃
も
患
っ
て
い
た
。
達
吉
子
と
は
謙
齋
の

甥
、
入
澤
達
吉
で
あ
る
。

　
　

明
治
（
�
六
）
年
七
月
三
�
日　

　
　
（
封
筒
表
）
東
京　

池
田
先
生
虎
皮
下　

新
潟　

竹
山
屯

奉
謹
敬
候
、
時
下
炎
熱
之
候
御
満
堂
様
益
御
多
祥
御
起
居
被
為
遊
奉
賀
上

候
、

［
中
略
］



�
八

先
生
御
不
快
も
尓
来
全
快
気
之
由
、
大
慶
ニ
奉
存
候
、
御
摂
養
緊
要
ニ
奉

祈
上
候
、
六
月
廿
日
之
尊
翰
正
薫
誦
仕
候
、

淺
田
川
俣
之
二
氏
も
本
月
廿
日
比
月
給
旅
費
前
送
り
い
た
し
、
八
月
�
日

発
途
之
報
知
有
之
、
大
ニ
安
心
仕
候
、

［
以
下
略
］

　
　
　

恐
々
謹
言

　
　

七
月
丗
�
日　
　
　
　
　
　

竹
山
屯

　
　

池
田
先
生
閣
下

　

明
治
�
六
年
七
月
二
十
八
日　

上
野
～
熊
谷
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
。
そ
の

後
の
道
程
は
人
力
車
、
馬
車
な
ど
で
三
国
峠
を
越
え
、
信
濃
川
か
ら
乗
合
い
蒸

気
船
で
新
潟
に
到
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

池
田
謙
齋
は
新
潟
県
出
身
で
あ
り
、
彼
を
通
し
て
医
学
士
の
赴
任
を
依
頼
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
で
甲
種
医
学
校
と
し
て
認
定
さ
れ
る
医
学
士
三
人
の
教
授
陣
が
揃
っ
た
。

　

明
治
十
六
年
末
の
県
立
甲
種
新
潟
医
学
校
の
職
員
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

三
医
学
士
と
も
校
長
よ
り
高
級
の
月
報
百
二
十
円
で
あ
っ
た
。

図４　明治十六年末新潟医学校職員

（『新潟大学医学部七十五年史』より）

書
簡
三明

治
（
�
六
）
年
�
二
月
二
七
日　

（
封
筒
表
）
東
京
神
田
区
駿
河
台
北
甲
賀
町
九
番
地　

池
田
謙
齋
先
生　

奉
煩
親
展

（
封
筒
裏
）　

十
二
月
廿
七
日
夜
十
二
時　

新
潟
港
東
中
通　

竹
山
屯

　
　本

日
十
七
日
之
尊
書
正
薫
誦
、
如
貴
示
厳
寒
之
候
先
生
益
御
勇
猛
奉
拝
賀

候
、
陳
は
先
般
学
士
昇
級
之
云
々
申
上
候
処
、
縷
々
蒙
御
教
示
難
有
奉
謝

候
、
大
谷
氏
へ
打
明
相
噺
候
処
、
同
氏
ハ
敢
て
昇
級
ヲ
望
居
候
様
子
も
無

之
、
却
て
淺
田
之
方
増
給
ヲ
待
候
様
子
ニ
御
坐
候
、
依
て
県
官
え
談
し
書

大

谷

周

庵

浅

田　
　

决

川　

俣	

四
男
也



�
九

明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

記
官
へ
も
申
上
候
得
共
、
何
分
県
令
不
在
中
ハ
取
斗
兼
候
趣
、
然
ラ
ハ
賞

与
又
ハ
慰
労
ノ
儀
取
斗
被
呉
候
様
申
立
候
得
共
、是
も
勤
務
之
日
浅
、夫
々

規
則
も
有
之
候
得
ハ
、
直
ニ
取
斗
兼
候
、
夫
等
之
賞
与
之
儀
ニ
付
何
か
文

部
省
へ
伺
候
様
之
噺
様
ニ
て
、
何
れ
二
月
県
令
帰
県
迄
待
呉
と
申
事
、
不

得
已
儀
ニ
御
坐
候
、
差
当
何
も
不
平
ハ
無
之
候
、
唯
淺
田
ナ
ル
モ
ノ
校
長

之
任
ヲ
望
候
様
子
、
依
て
幸
之
儀
小
生
も
�
昨
年
来
入
家
被
催
候
得
共
、

漸
々
今
日
ニ
至
り
候
処
、
過
般
中
野
よ
り
も
龍
保
ニ
て
ハ
家
事
治
兼
、
且

同
人
も
利
己
主
義
ニ
て
後
来
無
覚
束
故
、
母
ハ
直
ニ
隠
居
為
致
候
間
、
明

年
ハ
是
非
入
家
可
致
様
被
申
談
候
間
（
尤
も
小
生
戸
主
ニ
相
成
居
候
）
永

ク
も
勤
務
無
覚
束
事
故
、
同
氏
ヲ
校
長
ニ
い
た
し
度
候
得
共
、
県
令
書
記

官
ニ
て
直
ニ
承
諾
ニ
相
成
候
哉
否
ハ
訳（

マ
マ
）り

兼
候
、
学
士
も
赴
任
以
来
日
尚

浅
、
地
方
之
状
況
も
不
詳
悉
故
性
々
高
尚
ニ
流
候
様
之
儀
も
有
之
、
旁
以

て
直
ニ
承
諾
之
有
無
如
何
と
心
配
仕
候

［
後
略
］

　
　

恐
々
頓
首
々
々

　
　
　

十
二
月
廿
七
日
夜　
　
　
　
　

竹
山
屯

　
　
　

池
田
先
生
煩
御
親
展

　

�
等
教
諭
淺
田
决
は
、
赴
任
す
る
な
り
給
料
の
増
額
と
校
長
の
職
務
を
要
求

し
た
。
翌
十
七
年
に
は
百
三
十
円
に
増
額
さ
れ
、
竹
山
屯
は
校
長
の
兼
任
を
解

か
れ
附
属
病
院
医
長
の
専
務
と
な
る
。
淺
田
は
十
七
年
四
月
辞
し
て
長
野
医
学

校
長
と
し
て
転
出
し
た
。

　

五
月
に
は
校
長
に
県
�
等
属
で
学
務
課
長
で
あ
っ
た
長
倉
雄
平
が
任
ぜ
ら
れ

た
。

　

六
月
に
は
、
明
治
十
七
年
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
松
崎
廉
が
�
等
教

諭
兼
医
長
と
し
て
赴
任
す
る
。

　

ま
た
�
等
教
諭
大
谷
周
庵
は
十
七
年
八
月
辞
し
て
熊
本
医
学
校
に
去
り
、
九

月
に
は
同
期
生
の
秋
田
県
病
院
長
で
あ
っ
た
緒
方
太
郎
が
�
等
教
諭
兼
医
長
と

し
て
来
任
し
た
。
川
俣
四
男
也
は
明
治
十
九
年
新
潟
医
学
校
を
辞
職
し
、
海
軍

大
軍
医
に
任
官
し
た
が
、
明
治
二
十
年
十
二
月
新
潟
に
戻
り
開
業
し
た
。
医
学

士
の
移
動
が
激
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

学
位
授
与

　

十
月
二
十
七
日
に
東
京
大
学
四
学
部
の
学
位
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
在
京
ま

た
は
地
方
に
赴
任
し
た
卒
業
生
に
「
官
報
」
を
以
て
出
席
す
る
よ
う
広
告
を
出

し
た
。
式
の
模
様
に
つ
い
て
小
関
恒
雄
氏
が
詳
述
し
て
い
る
が

（
22
）、

『
文
部
省
第
十
�
年
報
（
明
治
十
六
年
）』
に
は
、

「
明
治
十
六
年
十
月
二
十
七
日
午
後
二
時
ヲ
以
テ
前
學
年
卒
業
ノ
法
理
醫
文

學
部
卒
業
ノ
學
生
六
十
七
人
ニ
學
位
ヲ
授
與
ス　

即
チ
法
學
科
八
人　

物
理

學
科
�
人　

化
学
科
八
人　

機
械
工
學
科
三
人　

土
木
工
學
科
四
人　

地
質

學
科
二
人　

採
鉱
冶
金
學
科
四
人　

醫
學
科
廿
六
人　

製
薬
學
科
�
人　

哲

學
科
�
人
政
治
學
及
理
財
學
科
九
人
ト
ス
［
其
姓
名
ハ
卒
業
證
書
を
授
与
セ

ラ
レ
シ
学
生
ナ
レ
バ
略
］
此
日
招
請
ニ
由
テ
臨
場
セ
シ
内
外
人
ハ
佐
々
木
参

議
米
合
衆
国
特
命
全
権
公
使
ビ
ン
グ
ハ
ム
露
国
特
命
全
権
公
使
タ
ウ
ヰ
ド
フ

以
太
利
国
代
理
公
使
マ
ル
タ
ン
、
ラ
ン
チ
ャ
ー
レ
ス
ヲ
首
ト
シ
テ
無
慮
二
百

余
名
ナ
リ
」
と
あ
る
。
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ま
た
河
本
重
次
郎
は

「
明
治
十
六
年
十
月
二
十
七
日
医
学
士
の
位
を
授
け
ら
れ
る
。
其
節
は
�
橋

通
外
国
語
学
校
向
側
に
あ
る
大
講
堂
に
て
�
々
姓
名
を
読
上
げ
授
与
式
お
こ

な
は
る
。」
と
『
回
顧
録
』
で
述
べ
て
い
る
。

　

四
学
部
統
合
後
も
明
治
十
六
年
に
は
本
部
は
未
だ
本
郷
に
移
転
せ
ず
、
神
田

の
旧
東
京
開
成
学
校
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

法
、
文
、
理
、
医
学
部
と
も
、
学
科
お
よ
び
姓
名
が
違
う
の
み
で
。
学
位
記

は
同
文
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
明
治
十
六
年
の
同
文
の
医
学
科
学
位
記
は
、
北
里
柴
三
郎
（
学

校
法
人
北
里
研
究
所
蔵
）、
佐
々
木
曠
（
佐
々
木
家
蔵
）、
鶴
崎
平
三
郎
（
鶴
崎

家
蔵
）
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。

　

博
士
を
以
て
学
位
と
す
る
学
位
令
が
出
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
年
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
は「
医
学
士
」は「
学
位
」で
あ
り
、そ
の
後
は「
称
号
」と
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

東
京
医
学
校
時
代
に
は
入
学
ル
ー
ト
は
画
�
的
で
は
な
く
種
々
あ
り
、
多
才

な
人
材
が
大
勢
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
。

　

ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
に
よ
る
予
科
三
年
、
本
科
五
年
の
医
学
教
育
制
度

は
成
功
し
、
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
少
数
精
鋭
の
研
究
者
、

教
育
者
の
養
成
に
な
り
、
卒
業
生
の
多
く
は
地
方
の
府
県
立
医
学
校
か
ら
高
給

で
迎
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
明
治
二
十
年
に
出
さ
れ
た
勅
令
に
よ
り
、
府
県
立
医
学
校
の
費
用
を

地
方
税
で
支
弁
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
と
、
医
学
校
の
淘
汰
が
起
こ
り
、
そ

図５　学位記（東京大学医学図書館蔵）
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明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
の
学
生
生
活
（
そ
の
二
）

の
結
果
、
教
官
で
開
業
す
る
者
も
増
え
、
医
師
の
養
成
に
は
尚
時
間
が
か
っ
た
。

　

本
科
生
の
み
で
は
、
明
治
政
府
の
要
望
し
た
西
洋
医
学
の
導
入
に
よ
る
国
民

の
治
療
、
衛
生
レ
ベ
ル
の
早
急
な
向
上
は
望
め
な
か
っ
た
。

　

明
治
八
年
、
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
の
帰
国
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、

東
京
医
学
校
に
ド
イ
ツ
留
学
生
を
教
師
と
し
、
日
本
語
で
医
学
教
育
を
す
る
別

課
（
当
初
は
通
学
生
教
場
と
呼
ば
れ
た
）
が
設
け
ら
れ
、
よ
り
多
く
の
医
師
が

短
期
間
（
四
年
）
で
教
育
さ
れ
た
。
別
課
は
明
治
十
八
年
に
募
集
を
中
止
し
、

同
二
十
二
年
廃
止
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
明
治
十
二
年
か
ら
の
卒
業
生
総
数
は
約

千
百
名
に
達
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
後
の
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
長
、
総

長
も
務
め
た
荒
木
寅
三
郎
も
い
る
。

　

ま
た
明
治
八
年
の
予
備
段
階
を
経
て
、
同
十
六
年
に
は
医
術
開
業
試
験
規
則

が
制
定
さ
れ
た
。
医
療
機
関
で
補
助
業
務
を
し
た
者
が
医
学
予
備
校
（
済
生
学

舎
な
ど
）
で
学
び
、
物
理
、
化
学
、
解
剖
、
生
理
、
病
理
、
内
科
、
外
科
、
薬

物
学
な
ど
の
科
目
の
試
験
等
に
合
格
す
れ
ば
医
師
と
し
て
開
業
資
格
を
与
え
ら

れ
、
明
治
、
大
正
期
の
地
方
の
医
療
に
役
立
っ
た
。

　

こ
の
制
度
か
ら
も
野
口
英
世
、
吉
岡
弥
生
な
ど
優
れ
た
人
材
が
輩
出
し
た
。

　　

太
平
洋
戦
争
後
は
六
年
制
の
大
学
医
学
部
、
医
科
大
学
に
�
本
化
さ
れ
、
更

に
研
修
期
間
二
年
が
追
加
さ
れ
た
が
、昨
今
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ず
、

特
に
地
方
の
医
師
不
足
を
来
し
て
い
る
。
医
学
部
の
若
干
の
増
員
も
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

　

明
治
初
期
の
医
学
教
育
制
度
で
は
、
例
え
ば
①
東
大
本
科
卒
業
生
、
②
東
大

別
課
卒
業
生
、
③
府
県
立
医
学
校
（
専
門
学
校
）
卒
業
生
、
④
医
術
開
業
試
験

合
格
者
の
よ
う
に
医
師
に
な
る
多
様
な
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　　

高
度
の
技
術
や
新
し
い
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

患
者
の
悩
み
、苦
し
み
を
能
く
聞
き
取
り
、対
策
を
適
切
に
説
明
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
た
医
師
が
多
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　

制
度
④
の
よ
う
に
、
医
療
業
務
に
従
事
し
、
患
者
に
つ
い
て
豊
富
な
経
験
を

持
っ
た
人
た
ち
に
、
医
学
教
育
の
機
会
を
与
え
、
国
家
試
験
に
よ
り
医
師
の
資

格
が
取
れ
る
制
度
も
今
後
地
方
医
療
充
実
の
�
策
と
考
え
る
。
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さ
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下
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佐
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智
子
様
（
佐
々
木
曠
先
生
の
お
孫
様
の
夫
人
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が
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の
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急
逝
さ
れ
、
謹
ん
で
本
稿
を
佐
々
木
美
智
子
様
に
捧
げ
ま
す
。
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